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1 . 瀬 戸 内 海 か ら 見 た 大 阪 湾
1. 1 概 況
瀬 戸 内 海 、 大 阪 湾 、 淀 川 |、 琵 琶 湖 流 域 の 諸 元 を 表 1. 1-1 、 大 阪 湾 ~ 琵 琶 湖 流 域 の 地
形 を 図 1. 1-1 に 示 す 。
大 阪 湾 の 諸 元 を 瀬 戸 内 海 と 比 較 す る と 、 容 積 は 5 % で あ る の に 対 し 、 集 水 域 面 積 は 2 2 %
も 占 め て い る 。 大 阪 湾 は 、 地 形 的 に 陸 上 か ら の 汚 濁 負 荷 の 影 響 を 受 け や す い 海 域 で あ
る こ と が わ か る 。
淀 川 の 集 水 域 面 積 は 大 阪 湾 の 7 4% に 相 当 し 、 琵 琶 湖 の 集 水 域 面 積 は 淀 川 の 4 7 % に 相 当
す る 。
表 1 . 1-1 瀬 戸 内 海 ~ 琵 琶 湖 流 域 の 諸 元
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2 7 5 ( 一 ) 3) 
注 ) 瀬 戸 内 海 の 集 水 域 面 積 は 、 瀬 戸 内 海 環 境 保 全 特 別 措 置 法 に よ る 対 象 区 域 に 、 滋 賀 県 ( 琵 琶 湖 を 除 く ) を 加 え た
面 積 と し た 。
o 内 の 数 字 は 、 瀬 戸 内 海 を 100 % と し た と き の 割 合 を 示 す 。
出 典 社 ) 瀬 戸 内 海 環 境 保 全 協 会 (2003): I瀬 戸 内 海 の 環 境 保 全 資 料 集 J 1) 
( 有 ) 国 土 開 発 調 査 会 刊 (2000): I河 川 便 覧 J 2) 
琵 琶 湖 総 合 開 発 協 議 会 (1 997): I琵 琶 湖 総 合 開 発 事 業 25 年 の あ ゆ み J 3) 
よ り 作 成
出 典 ) 国 土 交 通 省 (l9 77) 国 土 数 値 情 報 ・ 流 路 、 流 域 界 ・ 非 集 水 域 "
国 土 地 理 院 (l997) : 数 値 地 図 2 5 0 m メ ツ ‘ ン ュ ( 標 高 ) 5 )  
国 土 地 理 院 (200 L) 数 値 地 図 25000( 行 政 界 ・ 海 岸 線 ) 叫
滋 賀 県 琵 琶 湖 研 究 所 (l986) 滋 賀 県 地 域 環 焼 ア ト ラ ス 7 )
海 上 保 安 庁 (2000) 海 図 W l 0 7 (大 阪 湾 至 播 磨 灘 ) め
よ り 作 成
図 1 . 1-1 大 阪 湾 ~ 琵 琶 湖 流 域
2  
1. 2 水 質
環 境 省 が 実 施 し て い る 広 域 総 合 水 質 調 査 結 果 il ol か ら 、 瀬 戸 内 海 の 湾 ・灘 別 の C O D
( 化 学 的 酸 素 要 求 量 ) 、 T - N ( 全 窒 素 ) 、 T - P ( 全 リ ン ) の 経 年 変 化 を 図 1 . 2-2- - - 図 1 . 2 - 4
に 示 す 。 広 域 総 合 水 質 調 査 は 、 年 4 回 ( 春 、 夏 、 秋 、 冬 季 ) 、 上 層 ・ 下 層 ( 上 層 : 海
面 下 0-----0.5m 、 下 層 : 海 底 上 1-----5m 、 水 深 5 5 m 以 深 に あ っ て は 水 深 5 0 m ) で 行 わ れ
て い る 。 図 に は 、 調 査 地 点 ご と の 上 下 層 平 均 値 の 年 平 均 値 を 湾 ・ 灘 ご と に 平 均 し た
も の を 示 し て い る 。 広 域 総 合 水 質 調 査 の 調 査 地 点 を 図 1 . 2 - 1 に 示 す 。
大 阪 湾 北 部 の 水 質 を 1978-----2000 年 度 の 全 湾 ・ 灘 平 均 値 と 比 較 す る と 、 C O D で 2
倍、 T - N 、 T - P で は 3 倍 程 度 高 く な っ て い る 。 一 方 、 大 阪 湾 南 部 は 他 の 湾 ・ 灘 と 同
程 度 の 水 質 と な っ て い る 。
大 阪 湾 北 部 の 水 質 は 、 近 年 低 下 傾 向 が 見 ら れ 、 1 9 7 8 年- - - 1 9 8 0 年 度 の 平 均 値 か ら
1998-----2000 年 度 の 平 均 値 へ の 減 少 率 は 、 C O D で 15 % 、 T - N で 2 4% 、 T - P で 4 0 % で あ




注 ) ・ ・ 水 質 調 査 地 点 と 地 点 番 号
X  底 質 例 査 地 点
@  水 質 ・ 7 ・ 予 け 打 調 査 地 点 と 地 点 番 号
3 0 1 - 3 1 8 の 数 字 は 海 峨 区 分 コ ー ド で あ る .
出 典 ) 環 境 省 (2002) 広 域 総 合 水 質 調 査 結 果 報 告 書 9 ) よ り 一 部 改 変
図 1 . 2 - 1 広 域 総 合 水 質 調 査 地 点
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一 ← 紀 伊 水 道 東 部
- ー - 紀 伊 水 道 西 部
ー ー 大 阪 湾 北 部
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ー 持 ー 伊 予 灘 東 部
ー ト 伊 予 灘 西 部
ー ← 周 防 灘 東 部
周 防 灘 西 部
一 一 豊 後 水 道
一一一 響 灘










CIO C J )  
年 度


















5 .0  







() 2 .0  
0 .5  
0 .0  
1. 0  
1. 5  
4 .5  
3 .5  
出 典 ) 広 域 総 合 水 質 調 査 結 果 J ) 川 よ り 作 成
一 ← 紀 伊 水 道 東 部
一 ← 紀 伊 水 道 西 部
ー ー 大 阪 湾 北 部
司 巨 大 阪 湾 南 部
ー ト 播 磨 灘 北 部
一 ← 播 磨 灘 南 部
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一 ← 伊 予 灘 東 部
ー ト 伊 予 灘 西 部
一 ← 周 防 灘 東 部
周 防 灘 西 部
一 一 豊 後 水 道
ー ← 響 灘
ー ー 全 湾 ・ 灘 平 均
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出 典 ) 広 I校 総 合 水 質 調 査 結 果 山 帥 よ り 作 成
T-N の 経 年 変 化 ( 上 下 層 平 均 値 )
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図 1 . 2-3
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出 典 ) 広 域 総 合 水 質 調 査 結 果 。 10) よ り 作 成
図 1 .2 - 4 T - P の 経 年 変 化 ( 上 下 層 平 均 値 )
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1.  3 流 入 負 荷 量
瀬 戸 内 海 の 湾 ・ 灘 別 の T - P 流 入 負 荷 量 ( 河 川 経 由 の み ) の 経 年 変 化 を 佐 々 倉 ら
(2 00 4) 1 1) の 結 果 を も と に 集 計 し 、 図 1. 3-1 に 示 す 。 佐 々 倉 ら (2 004 ) 1 ) 1士 、 河 川 流 量
( 流 量 年 表 ) と 河 川 水 質 ( 公 共 用 水 域 水 質 測 定 結 果 ) の 年 平 均 値 を 乗 じ る こ と に よ り 、
河 川 経 由 の 流 入 負 荷 量 を 算 定 し て い る 。
大 阪 湾 の T - P 流 入 負 荷 量 は 、 他 の 湾 ・ 灘 と 比 較 し て 非 常 に 大 き く 、 平 均 で 瀬 戸 内
海 の 総 流 入 負 荷 量 の 45% を 占 め て い る 。
大 阪 湾 の T - P 流 入 負 荷 量 の 198 0 年 代 前 半 ( 1 980 '"'-'1984 年 度 の 平 均 値 ) か ら 19 90
年 代 後 半 (1994 '"-'1 998 年 度 の 平 均 値 ) の 減 少 率 は 、 50% に も 及 ん で い る 。 こ れ は 、
洗 剤 の 無 リ ン 化 や 工 場 ・ 事 業 場 に 対 す る 立 ち 入 り 調 査 な ど リ ン の 削 減 指 導 の 効 果 が
現 れ て い る も の と 考 え ら れ る ( 佐 々 倉 ら 、 200 4
1
1) 。
一 + ー 紀 伊 水 道
ー ・ ー 大 阪 湾
一 一 播 磨 灘
一 持 ー 備 讃 瀬 戸
一 栄 一 備 後 灘
ー 争 ー 健 灘
- ← 一 安 芸 灘
一 ー 一 広 島 湾
- ー ー 伊 予 灘
豊 後 水 道
周 防 灘
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T - P 流 入 負 荷 量 の 経 年 変 化
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出 典 ) 佐 々 倉 ら (2 004) 1Ilより 一 部 改 変
図 1. 3- 1
